


















て「留学生 10 万人計画」が始まり、2003 年に達成されると今度は 2008 年、「留
学生 30 万人計画」が策定された。「30 万人計画」の一環である「グローバル 30」
では、採択大学（実際は 30 でなく 13）が英語のみで学位を取得できるコースを新
たに開設し、英語プログラム拡大の契機となった。更に英語プログラムのみならず、
大学全体としてより包括的な大学の国際化を推進する「スーパーグローバル大学創
成支援事業」(2014 年 ) でも、英語で教えられる教員、コース、授業の数が、大学
1　 Jane Knight ,  Higher Education in Turmoil :  The Changing World of 



















する文科省の二つの施策――1983 年の「留学生 10 万人計画」と 2008 年の「留学
生 30 万人計画」である。
　「留学生 10 万人計画」（21 世紀の留学生政策に関する提言）は、提言当時日本が
受け入れている留学生の数は欧米の先進諸国に比べて「際立って少なく」5、8,116 人
であった留学生を 2000 年までにフランス並みの 10 万人にするという数値目標を
掲げた。その理念は、経済大国となった日本が「国際的な期待」に応え、「国際的
に果たすべき役割」の一つとして留学生を受け入れ 6、「開発途上国の人材育成に資
3　 平成 26 年度スーパーグローバル大学等事業「スーパーグローバル大学創成支援」公募要領
4　 嶋内佐絵「何故、英語プログラムに留学するのか？―日韓高等教育留学におけるプッシュ ･ プ
ル要因の質的分析を通して」（『教育社会学研究』第 94 集、2014 年、303-324 頁）
5　 当初の「留学生受入れ 10 万人計画」の概要
 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/007/gijiroku/030101/2-1.htm



















　しかし 2008 年の「留学生 30 万人計画」では、受け入れの目的が援助から獲得
に変化する。「30 万人計画」は 2020 年を目処に留学生を、当時の 13 万人から、大
学に在籍する学生総数の一割に当たる 30 万人に増やすというもので、最初に掲げ
られているのは「優れた留学生の戦略的獲得」15 である。1990 年代末までの留学生
7　 当初の「留学生受入れ 10 万人計画」の概要（同上）
8　 横田雅弘「外国人留学生の受入れと日本人学生の国際志向性」( 横田雅弘 ･ 小林明（編）『大学
の国際化と日本人学生の国際志向性』学文社、2013 年、1-10 頁）
9　 横田雅弘「留学生受入れのこれからの 10 年を戦略的に考える―留学生獲得戦略を中心に」（特
定非営利活動法人「大学の明日を考える会」主催講演、2015 年 6 月 29 日）
10　当初の「留学生受入れ 10 万人計画」の概要（同上）
11　横田雅弘「日本における留学生受入れの現状と展望」（『学術の動向』2012 年 2 月号、74-82 頁）
12　堀内喜代美「募集要項から見る日本留学のアクセシビリティ―英語学位プログラム拡大と留学
生受入れの関係性をめぐる考察」（『留学生教育』第 20 号、2015 年、75-82 頁）76 頁 
13　太田浩「大学国際化の動向及び日本の現状と課題―東アジアとの比較から」（『メディア教育研


















述の「日本留学モデル」 ── まずは国内で 1-2 年日本語を学んでから進学すると
いう日本語の障壁を取り除き、これまで日本に興味を示さなかった優秀な留学生を
獲得しようという施策であり 19、グローバル 30 以外の大学でも同様の英語プログラ
ム開設の動きが広がって行った 20。
　更に英語プログラムを開設するのみならず、より包括的な大学の国際化を推進







学交流』Vol. 21、2012 年 12 月号、1-12 頁）










　嶋内（2016）22 の調査によれば、現存する英語プログラムの約９割は 2000 年以
降に開設されたものである。前述のように 2009 年のグローバル 30 が契機となり、
採択された以外の大学でも英語プログラムが新たに設置されて行った。文科省の調
査「大学における教育内容等の改革状況について」23 からグローバル 30 以前の 2008
年と、最新の 2015 年 （2017 年発行）とを比較してみると、英語プログラムの数は
以下のようになり、10 年未満の間に学部は 9 倍、大学院は 2 倍近くに増加している。
学部 大学院
2008 年度 7 大学 8 学部 73 大学 139 研究科










le/2010/05/26/1294057_1_1.pdf（2018 年 8 月 23 日閲覧）
 文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について」（平成 27 年度）
 http ://www.mext .go . jp/a_menu/koutou/daigaku/04052801/__icsFi les/
afieldfile/2017/12/13/1398426_1.pdf（2018 年 8 月 23 日閲覧） 
24　嶋内佐絵「日本における高等教育の国際化と『英語プログラム』に関する研究」（『国際交流』


























































バレンス」（『留学交流』Vol.87、2018 年 6 月号、15-23 頁）
30　堀内（2016）、前掲論文
31　堀内（2018）、前掲論文










⑴　国際教養大学（Akita International University, AIU）[ 国内留学型 ]
　2004 年に秋田に開学した国際教養大学は、全学生が国際教養学部でリベラルア
ーツを学ぶ公立の単科大学である。2018 年４月の時点で学部の学生数は 884 人、
約 20％が留学生である。49 の国・地域にある 190 の大学と提携し、正規留学生 22











る 39。4 年間で卒業できる学生は約 50％に留まるが、就職率は１期生から 100％を
達成している 40。
⑵　 立命館アジア太平洋大学（Ritsumeikan Asia Pacific University, APU）[ 双
方向学習型 ]










方向学習型」である。留学生 50％、出身国 50 ヶ国、外国籍の教員 50％の多文化








入学直前の 3 月に 2 週間米国に滞在するという「洗礼体験」を受ける。2 年もしく










い質向上」（ウェブマガジン『留学交流』Vol.69、2016 年 12 月号、44-48 頁）
42　崎谷実穂 ･ 柳瀬博一『混ぜる教育―80 ヶ国の学生が学ぶ立命館太平洋大学 APU の秘密』日経
BP 社、2016 年
43　立命館アジア太平洋大学ウェブサイト http://www.apu.ac.jp/home/about/content57/　






ぶ」47 共修を実践しているのが APU の「混ぜる教育」である。
⑶　 早稲田大学国際教養学部（School of International Liberal Studies, SILS）
　　[ 双方向学習型 ]
　国際教養学部は 2004 年に設立され、約 3,000 人の在籍学生のうち、学位取得目
的 700 名、交換留学 200 名を併せて約 3 割が留学生である。開学当初から学生全
体の 3 分の１を海外から募ることを目指し、学位取得が目的の留学生を積極的に受
け入れている。中国 200 名、韓国 300 名と東アジアの近隣諸国からの留学生が多く、
正規留学生全体の 70％を占めている 48。
　日本人学生、留学生それぞれに二つの学習プラン (Study Plan)、SP1 と SP2 が
備えられており、SP1 を履修する日本人学生には一年間の海外留学が卒業要件と
され、留学生は SP2 を履修、日本語が必修となり、卒業所定単位 124 単位のうち















































で３割、10 年で 5 割以上実施するという数値目標を掲げたが 51、『英語化は愚民化』






























の育成に向けて」（文部科学大臣、2013 年 3 月 15 日、http://www.kantei.go.jp/jp/singi/
keizaisaisei/skkkaigi/dai4/siryou7.pdf）
52　施光恒「英語強化は民主主義の危機 分断も招く」（朝日新聞「オピニオン＆フォーラム」2016
年 9 月 8 日）、及び岩上安身によるインタビュー（2016 年 1 月 26 日）https://twitter.com/
iwakamiyasumi　
53　酒井順一郎「日本留学界の原点 日本語―日本留学にとっての日本語」（『留学交流』2011 年 3
月号、2011 年、22-25 頁）












制作りが始まった大学や 58、先述の APU や早稲田の国際教養学部など、韓国のよう
に初級から上級まで体系的に日本語を学べるプログラムも出て来てはいるが、全員
が上級まで学ぶ訳ではなく、出口の問題は依然存在する。出口の可能性をきちんと
示すのは、日本でどのような学生を育てたいかというプログラムの理念、教育の質
保証に関わって来る 59。英語プログラムを通して日本に来たが、そこで日本語を学
習し日本について学び、将来は日本に残りたいという留学生のために、カリキュラ
ムの上でも出口を明確にして行くことが必要である。
　非英語圏の日本では、英語圏からのグローバル化の影響を受け、常に「受身型の
国際化」60 になるが、受け身であっても日本独自の、そして大学独自の最善を見つ
けて行くことが肝要である。「国内留学型」「双方向学習型」、そして「アジア英語
圏留学型」（出島型）、それぞれ限られた形の国際化であっても、存分に学び思考力
を養う教育の質を常に保ちつつ、各大学の特徴とリソースを生かし、日本人学生・
留学生の共修を図れば、それぞれの大学で学ぶ日本人・留学生双方にとって最善の
国際化がなされる筈である。英語プログラムに来る留学生にも日本での将来を考え
るに十分な日本語の習得と共に、日本の文脈でこそ可能な学びを提供し、そのよう
な留学生との共修を通した国際化が、大学という人と人とが出会い、ぶつかり、切
磋琢磨する学び舎を一層豊かなものとして行くことを願う。
57　嶋内（2016）、前掲書
58　横田（2012）、前掲論文
59　北海道大学に 2015 年に開設された「現代日本学プログラム」は、最初は英語であっても日本
語を集中的に学び、3 年次からは日本語で一部の専門科目を学ぶ「英語プログラム」である。
しかし、このように留学生が日本語で日本について学べるプログラムはまだ希有な存在である。
60　太田、前掲論文
